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異業種交流から産業クラスター形成へ
一関西の都市融合型中小企業の自発的取組

〔大阪事務所/重本幸彦〕

ある

小小企業へ則待するもう・つの"!111は、そ

の技術力にある。最近、1刈曲'の中小企業を回0

てみて改めて認識するのは、従業R数が数人

蜆模の工場を含め現在まで生き残っている中

小企業が持つ技術水準の高さや巧みさである。

特に'・尹小企業の地・関西では、中小企業の優

れた技術などを不況下でどう保全・継承する

かが、いわゆる新規開業率の問題に負けず劣

らず重要となっている。

都市融合型中小企業が広がる関西内陸部

工業地都tいうと、1豁海コンビナート地帯

を范[いi孚かべる力'も多いと.W、う。

以1西の例では、 1:業j11地集1や地 Cに業川地血

槌比50%以士.)は、俳かに大阪湾べイエリア

地域に彼ぶ。しかし、尖は製造拠従業者密度が

刷い産業染桜地(2.000人/kが以上.)は、キι

に京阪杣の都心を含む内陸部に広がっている

(図 D。その多くはωf究開発型の,・1.小企業で

ある。一部で住二1':混在となっているものの、そ

の11・,で中小企業は'H業所剖の近接性、フェイ

ス・ツー・フェイスのNj報交換の容易性など多

様な都市の有効性を活j"L、いわぱ都市融合

的に活動している。

大きく変わりつつぁる"地域産業組織"

高皮成長捌以前には中小企業の多くはいわ

ゆる産地的に染桜し連挑していた a到2 の

図1 近畿圏大都市部の産業集積地と工業用地集中地

産案焦隣地メッシュをグJし凡・ビング
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しかし、高度成長のもとで、'・ト.小企業の多く

は、ド'けとして大企業・大千雁併士の傘、トに人

り、大企業を頂点とした爪直統合r内な地域産

業靴紲か'形成された(Ⅸ12 の(2))。

そして今、大企柴の海外生産やりストラな

どにより、中小企業と大企禦との関係が切れ

つつぁる枢12の(3))。その際の問題点として、

火企業からの受'1・1三減少とともに、下諸け関係

を通じて促供されてきた技術・惰報・資金な

ど、従来の大企業が米たしてきた1・い小企業支

援機能が切れつうあることが挙げられる。

不況という現象の水而、Fでの、火企業と,1・'

小企業との関係を巡る地域産業靴織が榊造的

に変化していることに着111すべきである
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図2 地域産業組織の変容近畿圏大都市訟、おける再編整備6十画調査報告香平成13年3月経済産業省近畿経済産業局」力う
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(2)〔高度成長期以降〕

大企業・大手商社

中小企叢 ^^^

!情報収擦・分析、商昆舌、生 1

産提案・販完、りスク負担物 1
1 淀金融等の撮能を内在

図3 産樂ケラスタのイメジ

都市融合メリットを生かし産業クラスターヘ

メ、:11、「リ1、i、業の勺、 1'勺、の才、

ワク化ι、よ)従来は大个業なに依行

きオ'!r 業支援機能を 11 弓.み1'す11」か始

まている従来ケ、'靈交流を発"させ、1」

父ιの商'V,刑{を小心、{、企f11 jξ打.小"託 IN尤な

どにわたって公股,式験ωf先機刈入学などと

沌携 H4 企業ネ'ノトワク組織を軸とした

地域Rτ業クプスタ地域虜業轟咋歳のリ成

h1 ている刈2の(4)

来人1坂 1のある地Nでは、.1^1 企業絲悩料

かなみのX茶占こ染まり、川,訴役企業への

受訂をもとし、令111や分業中産体"1を剥幣し

冬々の1村支を小か恊ノJ 一牛上納,ν,して
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生醍撥能以外を大企窯1 俄存

{4}〔今
大企業大芋商社
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論桶遁の糊嶋、よし

新たな檀業組廠を橋案
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いるそのW係は、じ,ムけかヒンはねする卜川'j

け川!てなく 1,沖川、』よつイ::Hを制介し介う

横刑関係といえる喫茶我路を核とした小

^1企業グルフ

さらに'1 んだ例では、来人阪1訂の小小令業

かU i丁内に、紗規創業第:創業:1畔"t老

r よる影,肴乍新を1寸象に複数のコーディ

ネタ'、こ.1,小企業絲営X を藥め、創業フ

ランを'i平仙、資金を含め民剛へスて劍業支

援をしている(イnロダン 21

このように1謝1川などでは、ルいのコミ

ティをべースに産業クラスター 1XB 形成

へと、小d 企業は歩み始めているこうオ小

門 n業の門1町"態勢強化に加え、その1条業環

境を都1"融介が片芋竹がより発抑されるよ?11i

幣備するとともに、新しいライフスタイルを

"1N的に広げそれにj'づく術饗創造と地域

に櫻ぎした小小企業とを結びつけることで

雁バ産業活竹化への"柴がWり拓かオると則

1寺される
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八瀬野外保育センタ
竣工しました
〔京都事務所/前田怜嗣〕

^ 「ひいらぎの家」の改築工事が

利用想定

七ンタの先門ソjのお,i柴をお

イ作りすれば今までのひいらぎの

家は「址も多11的、融辿川僻に利

川されてきたのがひいらぎの家で

はなかった力そこで悼1兜大ち

はお力・11を食べ、七11爪を、川力,

爽をリt1んで片,,ηを」11 き職11のナJ,

辺保1,;円のω「修1、吊ち染まつりの

茶1帛にと利川されてき大という

ことてこの機能の継ノ武をし 111

の叉け人れ総人数をチソケな保育士研"戸【」て

がら I Uの受け人れ1川を増やせるようし、お

inまり保力'も戀疋した宗・ども辻の 1:作の

場心Hをしまう場所嗣則仙所などの機

徒が恕延されました

建築計画

センタの門にオ,と h力くま'ども辻

{、とては、かなり長い山込を.かてきま

すそんな fとも辻ι、、センタにいたこと

が解るような視'認・11 といても、既イfの樹木

のⅢ1から川脚見られる判度を砕保しました

今まで、大きな人々を頻 U、兄なが'歩いて

きた,沢ですが、建物の11・ヰ、人た11、"こ人きく

悦.,1,〔を変えるように眼前に広がる2Mと、刻々と

太陽の加減で姿を変えていく1」,1々を見られる大

きなデッキと・休にな0たi那雄を川愆しました

断1Ⅷ的には、3川枇成で、建物か1.部に突川

ないよう、深くi亢め芥胴へは、それぞれア

フロチかてきるよ? 11M部分は充令に独

〔てきるよう1、内部畊段からは UJり凱しま

したそれに 3、j勾配の大舛桜が本のイ・

哨の腕木で戈えられ大榊成となっています

大きな庇は 1村天時の1寺避場所としてま大食

'Ⅱの場1折さらに111をf'.門,1としオ"゛として

利mできます内斐はJ腰までは羽1 板をし

八南1」j外保介七ンタは約.午前京都 i

人1 民'1保介剛の剛長辻のこどもし、絲と 1

いう忠いをうけて介をあたえられま

」イ、保介1引悼1長述のホッンプイアによる

八徽野外保介センター運'武委U会(1b京都

b保介悼1述Ⅷで述僻されています今1・1の,生

。1も建股委U会、述'宮委U会の先咋ソ'と進め

られました

八瀬という場所

センターのある場1折は、rb内から小で30分、

叔11r雌鍬の八瀬駅から11'η 15分程li 'と

ころにありますこの晒小から20 30分1.[!

に大どり打けるというのか、京都の強みでは

ないでしょっか「地は、虚弱心ヌ゛象の幼椛

剛杣物教材1刈陸半刑院分*.浮浪打収芥所

養護施'没と数々の雁史を'どってきこ場所で

す

ノ回"Ⅱを'」たひいらぎの家は七

ンターが開,'される前からある建物でオ

フノ'11初から内部を改修して利川されてき

まし大改築にあ大りひいらぎの家の字

前を受け継ぎ 1卜い家にこもた f供たちの

霄りを火わないよ?にという棚いを反映し

て,女.11'しました

Ξ1.蔀〆,



園庭よりひいうぎ寡をみる

染、χルとも趾藻上の左官仕上げを行ってい

ます。ビニールクロスでない、手オ乍業の感触と

温もりを感じてもらえれぱとぢえました。床

は、永ノιで歩く特のなんともいえない、温かさ

を知っている私の押しは無山'のフローリン

グでしたが、底冷えする場所ということもあ

り、俳熱式の木質系床暖房を人れています。厨

房1瑚係は、キャンプのド淋伽も行われ、それら

の俳況.も収納されることをぢ臘されています

最後に

新しいひいらぎの家にも,1!速ノU斬のサル堺

Ⅱ1がやってきました」:,i,・1.にも時々やって

きて職人さんの度肝をぬいたことが度々ある

のですが、今回工'Ⅱが終わったことを感じ

とって、人が靴もいない11乳こ偵察にやってき

た模様です。指1'!iめ防.止.Ⅱ」の建少!.のゴムの

パッキンを食べ物とⅢ1述って食いちぎったり、

どうしても、建物の小に入りたかったので

しょうか、火きな建呉を無理矢理開けて壊し

"
ひと・まち・地域

センタの先生の手作りの標本

たりと4月はよくセンターから緊急コールがか

かってきました(八瀬では、民家の冷蔵庫も

かってに開けられて「・1・,身を食べられるそうで

すが)。今では、・辿り、サルの検査も終り、そ

こまでの悪戯はないみたいですが、群がいく

つかあるのでまだまだ心配です。

また、/U頼1司辺で畑をやってられる力'とも

共通の悩みですが、イノシシや腔がせっかく

楢えた'水や木の芽の・部を食べてしまいま

したここでは、それでも残る柚物を見'小りま

しょうということで、しばらく絲過を観察す

ることとしました。

最後に、保育剛の先生力は、イメージや工火

rあふれる方々です建物の利1"についても、

うーんすごい」という利川の仕ガを考えられ

る光生もたくさんいらっしゃって、今後の展

開が楽しみですさらに、八瀬のΠ然がキープ

され、」'・ども述の笑いj打がとぎれないリf.を槻

い乍1をおきます

奥に見えるのがホール棟



まちなか市民国際博への実験
酒蔵で金管五重奏と地酒を楽しむ
名古屋事務所/尾関利勝

聴衆を元気づけた酒蔵演奏会

いう kなぜか尤気が出てくるね ξ
J 、

こえる始まる前とはうてかわナ淡会分

後の興存、1ム(した聴衆辻の帥に、枇怜の弁さ

を忘れさせる心、地よく/C気の1'るイ本惑を感

じたそんなすぱらい淡灸会を孚'11d一大円

根、金虎油造の油戚で彬1羽の占れ勺を縫て6

j」 16 ΠΠ11!の夜に1】ト1俳した

始まりはワーグナー協会例会での出会い

この企1111iはバイロイト i1楽祭枇、リ玄楽UI、 H

ポ人.人Πの楽団Uでトラ'ヘタ弌バ

女・'、きさんとの11'会いから{まフ 311寸1アレ

ハクγⅡli雌の分,驫挙で肝↓かオ゛ン' f令 1・楞

ザの'竹が分Uになているワグナ恊会

例介に武内さんが,訴帥で来'オ当1イドは1

、':占火候111光ιレ、 1乍乍はlf 'ノゞ11111先小なと

第・線のワグナωr先打のお,折を句って

オヘブには鯉,嵐打ガオ'胤にもワーグ十一ヘ

の1瑚心が多少",・えてき大

その武バさんが・"乍七から愛知ま大i'1'楽芋

部助教」受、赴イ:お付き介いが・川俳↓オ日ポ

泗ι、逃詣が深く芥地地i内1、'Υしいことか

ら名 11」.の地1門をごY1介、 1 Ⅱオく、遅オぱせ

の新世駒_机いかてら艸'11辻と地允大曽桜金虎

1 造の銘油本丸御殿を・搬傾ける内ι、1丙礎コ

ンサトの《 11'か'1!ち 1.か

酒蔵で飲みながら気楽に企画

4jn91Π川1ξ11、 1仰 1 1N 、ペキ

武内さんを現場俳,忍かて'お'い六ルポ

で活捌する演奏家1、'少お公いしたいとM

大オケの7小辻も公lj '11初は武バさんのト

ランヘソトソロをぢぇていたが、什会"ヒア

ノ司辻が1羽鄭なことから介竹ん下〔4をする

と 1、なたもちろノし武1人1さんのアイワ'アこ

である気楽なイ1,11 ' 1 ごか'トンン1、」'・{、

"か進みフログプムとli奥家は武1人1さん、会

場,生僻と聽衆は我々、丁イ11いは学ヰ.オケの'"

小、イ」'判・悦げkが50 人染まれぱ泗におも川;迄、て

きると、しごく伽111.にまとまった
らば

ゆかいな劇叺吹きの仲問達

5 j1 29 1 k火)ι'ゆかいな叫!11叺ふきの仲1,,」

しという 111大1第・線のトランヘッター4人の

コンサトが影.1f雌伏見の屯気文化会鮴で

5呼ほ制K 会で来京、札1幌水Jiなあ

とて1別俳、タⅡ1'1{は今イ1ミが2川"になるそれ

r島Ⅱ、介わせて武バさんのプライベートブラ

ンドの洲を創ることになオ'このi、1i奏会は

すばらしかた奏行の・人、1'゛.'1大,'1楽学

部長でトランヘッター恊会会長北村'源゛光小

の透明感のあるi'〒色は聴衆を酔わせ令竹尤

倉尋与
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けの演撫をはじめて聴く人にも深い感銘を匂・

えた。もちろん演奏会後の二次会で金虎酸造

の武内プライベートブランドが振る粧われた

ことはいうまでもない。

ふたを開けるまで未知数の参加者

この日はじめてチラシを用愆して開催まで

20日、誕に話しても大好評、とりわけ金管五

重奏の評判が良いが小込のFAXがこない

値段設定が悪かったのかと心配もしたが、

金管五埀奏に酒とおは安いと言われて一安心

3日前ようやく50人に達しそうな感触を得た

酒は蔵尤だから有"余るほどあるが、確定し

ないと困るのは客席設定と府の準備。酒蔵に

あるのは15脚、仲間の貸し物業、近膿産興・青

木さんに椅了・を 50脚佶りる事,にして、足りな

い時は酒のケースを喪返したいつもの却席椅

了を川意することにした

開けてびっくり、超満員

前当1ヨは建築家恊会東海支部大会で準俳で

きず、前夜に那務所で硫認すると70人を超え

る様子当臼!町には更に増える勢いとり急ぎ

参加者タ,捧を兪虎にFAXしてⅡAと筏兄の111路

曜生作舞りサイタルに顔を出して現場に駆け

つけたのが開会2時冏前、奏者はゲネプロの

真っ輩小。簸行して照"1を訓繋し、客1吊配1批を

耐舗忽、ビデオを七ツトしたところでようやく

没備万端削に介った。結同参加者は火人と学

ヰ.でイi料73 人、下伝いや関係署約20人で 100

人近くになった。即1帛椅子を含めて客1帛はぎ

りぎり、殿北い誤算である。

酒蔵がコンサートホールに変身

泗蔵とはいえ音郷効巣のよくない永造トラ

スエ場。'最気の良い時は満タンの酒様が吉こ

れが共1鳴して思いの外、響きがよいあたかも

ヨーロッパの田舎の小さな教会ほどの大きさ

も手頃、奏者の息、づかいが間近に感じられる

アツトホームなコンサートになった。

金管音楽の世界を演奏と解説で楽しむ

バロック風宮殿音楽会を想わせるムーレの

「フフンファーレ」で幕開け。編成は金管アン

サンブル最少キ訴成、トランペット 2、トロン

ポーン、ホルン、チューバの5管、GOLDENTIGER

BRASQUINTET。100年前の貴重な楽器も登場

それぞれ武勺安幸、藤島謙治(名古屋フィル)、

駒非小面合叫τ京フィル)、野々口峩典(名古屋

フィル)、安兀引オ]'(愛知芸大音楽学部長)。そ

うそうたる奏者だから演奏は硫か。続いて英

国へンリー 8担:「雑の無いバラ、19世紀ノル

ウェー、グリーグ「線ⅢU、そして結婚予定の

金虎酒造ご子急、を祝う曲で第一部が終了

休憩はオペラハウスにまねて会場外の酒と

つまみで歓談の後、第二部開演。仙日はヨー

ロッパ民謡のアメージング・グレイス、グロー

リー・ルックァウェー、ロジャー「サウンドオ

プミュージツク」から3Ⅲ1、第告"と同様に武

内さんの觧説で1蚤快に進行、アンコールはメ

サイアのコーラスを糾み込んだ編岫の「聖者

の行進」で盛り士.がり演奏会を終了、奏老と聰

衆がコミュニケーションする地酒金虎を親し

む妄に移った。開会前とはうってかわり、耽所t

の顔がさわやかに明るく却いている。つくづ

くよい音楽が持つ力を感じざるを得なかった。

甲くも次ぎの企画をとアンコールの声。この

謝子で「まちなか市民倒際博』を突現させよう

と倒論んでぃる

"
ひと・まち・地域



地域づくりの新しい枠組みと自己点検

〔大阪事務所/小阪昌裕〕

地域の連携が課題

少十高齢化が進む中で、地域の活性化をど

のように進めていくかが火きなテーマとなっ

てぃますその中で、交通条件や情報手段の向

上により諸々の圏域が拡大Lていますそこ

で、自治体や商工会等の個々の取り組みも大

事にしながら、さらに複数の地域主体同士が補

ぎない、力を合わせれぱさらに活性化に効果が

あるのではないか。特に、広域連携に取り組む

ことが地域活性化に重斐ではないかと考えます。

今回は、多自然居住地域に焦点を当てて、そ

の地域内夕K京阪神等の大都市圏との連携に

どのように取り組んでいるのかを、近畿圏の

事例を紹介しながら考えてみます

多自然居住地域と大都市圏の連携

多自然居住地域とは何か。この概念は、「21

世紀の国土のグランドデザイン」で提示され

てぃます。豊かな自然に恵まれた地域で、都市

的なサービスとゆとりある居住環境をあわせ

もつ自立的な圈域です。人口が大都市圏に集

まる中で、大都市圏以外の地域で、安心して住

み、働き、楽しみ、学ぶ生活ができるような地

域づくりをめざしています。

多自然居住地域は、担い手不足など地域づ

くりのための事業の主体力の面で多くの課題

を抱えているものの、地域のポテンシャルに

は優れたものがありま

す特に豊かな自然環境

や景観、活動の場や農林

漁業など地域の特性を生

かした生業の取り組み、

生活文化、歴史資源な

ど、魅力ある地域商品を

柳成する素材のポテン
方注

シャルを持っています。

まず、行動テーマありき

広域的な連挑組織の立ち上げ期の状況を、

今までに関わった近畿圏内の多由然居住地域

内の3つの耶・例を取り上げて紹介します

まず、連挑の行動テーマの着倒点は、高野山

は、高野山という共通資源に着目し、民問の視

点から誘客を図り、商工業振興につなげること

です。奥熊野は、公的宿泊施設の経営の安定化

を図るため、誘客事・業やPR等を共同で実施して

います。但馬は、"但馬理想の都の祭典"で得

たノウハウを、地域のホテンシャルを斜"寺す

るために関係者を組織化しています。

事業メニューをしぽる

メニューは、高野壮1は、高野山の文化遺産を

活用した商品化。奥熊野は、温泉を活用したも

てなしゃ自然体験ツァー等のメニューを生か

した公的宿泊施設等のネットワーク化但馬

は、・情報発信、人材育成、自然等の研究などを

通して官民のパートナーシップ化にしぽって

います。

事業の目的は地域活性化を意識

目的は、高野山は、交流人口の増加と地域資

源を活用した受け入れ体制づくりによる地域

産業の活性化を図ること。奥熊野は、観光客増

加による地域経済の活性化ψ*資獲得)を図り、

八紬貰凱
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地域内住民の肌用・就業の場を創出し、地域の

産業をバックァップする体制をつくること

但馬は、地域の人材づくり、交流を図るイベン

トを実施して来訪者の増加を図ることです

施策は具体的なものに

施策は、高野山は、既存資源や新設資源を結

ぶ散策路の設定と活用によるマンダラをテー

マとした広域圏を形成すること。奥熊野は、複

数の公的宿泊施設に宿泊する2泊3日の旅1丁の

商品化をし、地域内の広域利用圏をつくるこ

と。但馬は、地域特有の資源という共通テーマ

を選定し、広域圏を形成し、受け入れ体制の水

準を確保するための住民の研修やイベント等

の開催を広域で実施することです

新しい発想が地域を変える

以上より新発恕、による地域の活性化のため

には、

(1)広い視点で、従来の枠を越える

(2)地域資源を再発見し、組み合わせる

(3)新しい"システム化""しくみ化"にチャレ

ンジする

▲
ひと・まち・地域

肝価楓
自己点墳

表2:連携事樂推進の留意事頂、チエッウ項目

の3が重斐であるといえそうです。

第】は、従来の行政境界や団体等の枠を乗り

越え、テーマを重視してそれを実現するため

の広い視点です。第2は、人材も含め今ある地

域の資源を外からの客観的な視点や新しい視

点も加え、それらを組み合わせていくことで

す。第3は、具イ本酌に動かしていくシステムや

しくみを、従来のものにとらわれず、一面では

楽しく簡略化していくことです。

自己診断からスタート

連携事業の進展状況に1忘じて由己診断が"」

能です。 0印がC、(5)まで付けぱスタート可

能、 D・(フ)まででは実施中、 D・(8)や E・(9)、 E・

ao)まででは波及効果が出てきている状況を

示Lます。

以上の詳しい内容は、「地域づくりと連携」

(平成B年5月発行:総合研究開発機構、地方

シンクタンク協議会)の「地域活性化と魅力向

上を1ヨ的とした広域圏形成方針に関する考察」

に掲載されていますコビー捉供いたします

報くださいので、 ご



「市場再生」から地域協働のまちづくりに
一上坂部三丁目地区優良建築物等整備事業が完了
〔大阪事務所/馬場正哲〕

この3月14日、尼崎市の北東部、四方を北

は阪急神戸線、西は限柵知山線、東は新幹線、

南は名神高速道路に囲まれた約170haの中央部

である上坂部に「コープこうべ」を核とする専

門店街「ワラップ2U と 376戸の住宅「フレ

アージュ塚口」が竣工しました。

郊外「市場」の立地と盛衰

かつては而の田園地帯でしたが、阪鶴鉄

道 a見爪福知山線)の開通による工場群の進

出とともに社宅などによる住宅地化が進み、

バス停があったこの地にお店ができはじめ、

昭和33年に上坂部市場が開設されて以来地域

の生活サービス機能を担ってきました。

しかし、近年、高齢・少了化など人口減少と

ともに、阪急塚口や園田といった駅前商業地

区の発展や南部の幹線道路沿迫での大剰量販

店の進出など、商業環境が悪化する中、市場は

開業40年を経過し、自身の近代化の遅れと施

,受老朽化がこれに拍卓をかけ、拠点としての

魅力と活力の再生か衰亡かが、市場のみなら

ず地域の課題となっていました。

「近松の里」づくりとともに

一方、当地区東の小園士地区価整理亊業が、

昭和60年に完了恨棉知山線の複線竃化と東

西線の開通によって、最寄りJR塚1 駅.1'地

区より約70om西)から都心部へ約30分と格

段の利便性向上など、立地環境の好転を活か

L、より良好な住環境形成と活力ある士地利

1打の排進も期待されるところとなりました

また、市制70周年記念事業で、地区の南の

近松門左衛門縁の広済寺を中心に「近松の里」

として位置づけ、歴史文化都市尼崎の新しい

顔としての整備も進められました。

当市場・商店街でも、地域問競争で疲弊する

商業の活性化に向け、近松門左衛門縁のまち

の歴史文化性に根ざし、地域の個性を育むま

ちづくりに取り組むこととし、商店街通り「近

松口ード」整備や、地域から発信する「ハヘホ

文化村」の活動などを続けてきました。

市場再生からまちづくりへ

この"まちづくり実践"を踏まえ、いよいよ

「市場再生」の検討'がスタート。市の商業課の

指導を受ける中、高齢や後継者難など自力再

建の困難性とともに、施設が今後の地域の商

業サービスに規模として問に合わないことか

ら、市場単.独での再開発哥f業を断念し、周辺と

恊調したまちづくりが出来ないか、恊議を重

ねた結果、市場と隣接地の森永製菓社宅及び

地権者などが「まちづくり恊議会」を結成し、

商業活性化に合わせた住宅供給などによるま

ちづくりを地元主導の共同那業によって推進

することとなりました。

これにより、交差点m地のまとまった街区

約 lha を形成し、現状の商業機能とともに、

剛域の中心的な位置ポテンシャルと沿適立地

の条件を活かした新たな地城サービスゾーン

の形成を計価的に誘導し得る条付力t整いまし

たまた、当市場周辺地区の木造家屋密集や狭

艦道路など防災上.の課題や交差点改良ととも

に、阪杣・淡路大j'災による被災建物の後興な

ども整備のU標となりました

地域と事業協力者と行政の協働

今般、社会経済環境の厳しい小、地城からの

まちづくりへ、行政や、哩門家の支援とともに

辨業恊力者の参画が'Ⅱ業推進、,Ⅱ業の11."采竹1

にとって重饗です。地兀は、1b'の支援とι111"1家

派逃を受けて、那業コンぺにより、藤和不動産

.
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地竹のある住jiで、j・i建感覚に近い作環境を

持っています。その染合体としてのコミュニ

ティ環境、とくに子供の遊び場としてゆとり

のある住棟1剖広場を整備しています。

ロ)玄関は充分に空問的広がりをもたせた民家

風玄関とし、式台から接客空制に直接つなが

る平而計画や、吹抜け、無双窓を迎して2晧と

のつながりも持たせています。また、玄関轍の

居室は邦き壮_1し窓とし、緑仙コミュニティを

形成することもできます。

(3)住戸内で雨北にならぶ居室州の刑仕切りは

引き述いの建具で俳成し、住戸内の風の通り

抜けをつくるなど、良好な住環境の創出に努

めています。また、1'!掘{は建旦.の移動や家呉の

配趨により、続きⅢ1としたり広さを変えられ

るなど、家族の成長に合わせて問取りをつく

る可変性をもっています

(4)建物の外観は、 41左゛配の瓦茸き屋根が折

り亟なるように述続し、住棟のポリューム感

を和らげ、また、妻壁は士藏ヨニ壁風に仕士.げ川

囲の風撰になじむよう配臆しています。

12戸の入居IU,帶には小学オ交1・ト学年のり}の子

を築頭に、ドは0才の乳幼児まで、幼い子供たち

がたくさんいます住環境は・f供たちの仙操

教育の上で大変重要な部分を占めると老えて

います。狭小な

個室にこだわ
nn

らず吹拔けや

続き剛なと

様々な作空問

の捉案、遊びの

を筏剛、孝キ1世な

ど、判1しつけに

ならないよう

なアイデアを

盛り込んでい

くことを,心し、,郊1'しました槻削1み広場や遊

其には、 F"地外から遊びに来る f供たちもみ

られますこのオ矣住宅にf供たちの笑い声

や泣き声がにぎゃかに祥く様 f・が、私にとっ

て一番の喜びでした

舗装、植栽(歩道一体利用部分)の整備に補助

します一那覇新都心地区一

〔大阪事務所/馬詰建〕

那制新都心地区における歩適・体利川の

セットノやyク部分の制1焚材・柚栽への袖助と

いうユーーケな取り組みについて報Ⅱしたい

と思います

那覇新都心地区の取り組み

那糊新都心地ほでは、沖縄における先導的

なまちづくりが遂められており、平成4年に 1'

地区画整理小・楽に箸千・しJr成9年には川途地

域指定や地K"1'画,.の決定、'ι成H'ドには「シ

ビックコア地Ⅸ繋俳M印li」の建i没竹承,点を得

ています。

都市再生総合整備事業を利用した取り組み

那弼Ⅲでは平成12年10河に「那瑚新都'〔、地

区制川H処点幣備総合計画」を策延し、これに基

づき、魅力ある街鼈み形成や拠点竹を高める

さまざまな施設を「都市再生総合整備Ⅲ業(拠

,,勲整備界!)*」により整備しようとしています。

*Ⅲ「街詑み・まちづくり総合支援那畔U

犯卵礎罷静晝導気学男籍胤な燮途誘牙'民家風の土周玄関には2階から見下ろす無双窓をうがつ



都lb'"小総介幣備'11・業はj'ミ幹'1i業の門也

Ⅸ1向整則'Ⅱ業'予では幣俳てきない施,,生を袖助

1・1象とするニッチすきま剛の'Ⅱ業です

辿俳は 1二地I×:仙i幣"!'Ⅱ業や lb社1地 11i開発'11

業などとあわせて人 U也鷲や情縦防災施立

などの整備に利川されることが多いのですが、

j那制lbではこの*・業をNイi地への歩迫・利、利

川都分への袖助に適川しようとしているとこ

ろが1村散的です

補助内容は

那制11i-'は、ポ七度は、歩近・体利川部分の

創1嬰材と杣栽ι、ついて、柴備"の2/3以内を限

皮に杣助を行う"EI、しています 1京則的に

は前川歩迫と阿レベルの舗裴材せき質や

磁器質系呼や柚枝とすることが条件となっ

ています

歩池イ本刊川とはセットノやy ク峡Ⅲi後

j旦を1」'た都分を歩近と・体的に利川する

とにより、仙竹.:張かな佐1、誰みゃ{、きわいと、^

ゆとりある歩行打η÷Ⅲ1をノ1・.み川すことです

とくに、 Nイi地の歩迫・1本利川に対し L杣

助を行うことで、地ば,汁向て定められた雌Ⅱi

後遊を行うガげなく述翫的て'観的ιも

紕 オた出かな歩行行条例の柴備を刈ろ

うとてぃます

今後の課題

"ι作、那制11iては袖助饗網や休制などの,iY

細を検,ト1しているところですが、'Ⅱ業の,米題

としては、,、のような..'.、かあ゛ます

U)制1助え、1染が民恂てか個別の敷地てある

大めにどれほどの111品'Ⅱ業址力を把批す

るのが剛帷である(2)またそれが線的では

なくて個別(バラバラの敷地で111'が出る

川'能性がある

1.田の午度ごとの補助制皮に乗りながら N

問の意欲をリ1きa.1し力つそのⅢ業挑を把

補助対線

きん去よう

補助対象

蝋 はJI.';T ilコントロ ルするこ い」恢

り紕みです

このためや,,1知なとをイ」'うととも{、'11

1而にとれだけの'Ⅱ業:辻か発小するかを把蝋す

るためのアンケード夬施や'Ⅱ1而リ1し込みなと

の下紕きを幣える必妾がありますまた個別

敷地の小緋や収り靴みが多い場ノξラバラ

ノ、 ないよりもよいのですが献説や歩迫イ永1 1

不1川という観ゞ,,1からは、施縦効米としてはと

うかということにもなります

今後の施策述用について、さらし、検,a'を紕

けていく必妾があります

〔大阪事務所/高田剛司〕

1,.1k1 ソウル 1b'の交辿'1f前リ VOL.107

,恬洋NI,ιι、りき市Cき、ソウル 1b'の都11i.;1

向に関する1!1Wi1刎"Ⅱ、い(お仏えします

1980年代後半からの開発ブームによる弊害

ソウルの近代的な住むといえば、幣然と並

んだ島糾n宅が印象的です 1990年代には、ソ

ウル11iのべッドタウンとして、グリーンベル

ト外側に複数のニュータウンが廷,艾され、ソ

ウル都1υ凶の拡大が進みまし大

/J 1 88イドのソウルオリンピ・・クを占ゼ機

ι一 i円発に川開発が進むソウル11i内では、1990

年1211に'般イ制"}地城における¥ト桜*400%

道路境界線

韓国ソウル市の都市計画事情

2 0~4 011
セットバック部分

,



までの規制緩和がイ丁われたことで、既成市街

地内での高塀住宅の建設が加速しました。そ

のため、住環境の悪化(日!唄、眺望、逓風など)、

都市景観や自然環境の破壊、都市基盤施設へ

の過大負荷(上下水道、電気、道路など)など

か'問題になってきました。

高眉住宅の建設プームは、剛発業者や地椛

者の旨味の南る事業として、工場跡地が次々

に高居住宅に用途変換されるという那態も招

きました。

から質の時代へ

1990年代後半、韓国は深刻な終済危機に陥

り、1997年末にIMFの管理ドに入って以降、都

市政策・都市計画の而でも、これまでの量的供

給重視から、都市景観や住環境の質的向 bを

めざす方向に大きく転換しつつあります。!・!.

体的には、一般住居地域(ゾーニング)の釧分

化のための検討や、容祐*の切り下げ災施、斥

陵地における品さ制隈や大規椣開発抑制など

が取り釧まれるようになってきています。

環境との共生をめざしたまちづくり

ソウル「1i役所では、都市計画課内に「都市会

態チーム」をつくり、 1999イドから 2000年にか

けてソウル市内の牛態系嗣査を尖施しました

今後は、それらの闘査データを都「b,Ⅱ'曲iに1父

映させ、環境との共生.をめざしたまちづくり

が進められることになります

住民参加のまちづくり

韓国初の自治体まちづくり条例として、「ソ

ウル市都市計画条例」が2000年.7月に制定さ

れました。また、 1990年代から進む地方自治

の拡大を背景に、地区計西を市内200箇所で指

定し、よ"地域に密着した計画づくりを進め

ようとしています。地域井論ηのまちづくりに

は住民参加が欠かせませんが、現段階ではコ

ミュニティ・リーダーが不足しており、当血は

既存の市民団体と行政がー・締に取り紕む中で、

少しずつ住民参加のまちづくりを進めていこ

うとしています

都市計画分野における個人レベルでの交流を

今回、ご紹介した「住環境の向 L」「環境との

熊牛」「住民参加のまちづくり」以外にも、ソウ

ル市の将来的な課題として、「高齢化社会への★」

応」や「都市の安全な暮らしなどが挙げられ

ています。これらは、いずれもΠ木で屯悦され

てぃるテーマであり、今後は、私1'1身も含めて、

仙人レベルでのU帷交流をもっと活溌にし、艾

通の課題觧決に結びつけていきたいと思います。

最後に、今回の制ι察で、韓1叫仙の多くのUⅡ"j

家をご紹介していただいた関西大学の安i郡誠

冶先生をはじめ、ヒアリングに1忘じてくだ

さったソウル11i政1刑発研究院(SDD、'ノウル1b

役所都市計画課、交通環境研究所(TER1 の

カ々に急Umを1許りて御礼111し1.げます。

きんよう

^

,狩・

計画的に整備されたニユータウン

.

1,^、.
゛ 、、、、、
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C MM
コミユニティ'ビジネス

疑内信季

ξ'、叉

テイ

「コミュニティ・ビジネス」

細内信孝著

中央大学出版部

小小企業は多祉多様な企業から成)゛.て

おり址近,i舌地にさ1 るコミープイビジミ

ネスも小^1企業のつの杉態といえるポ 1:

1 作 j」刊は、そのコミューフィビ

ジネスにういてそのぢえ力を撃理するとと

もに 1司内外の只.仏的リι例を条め、綿づ、ナ'

X作てあり"1町;"であるが女紙の装'も

含めてとつきゃすく 1""1解,祀もあって"北

みゃすいものとなっている

M名は民Ⅲ1の調介研窕機関等の勤務を絲

て 4イドより(株)ヒューマンルネッサンス

研先所所f{ir先熊であり、コミュニナイビ

ジネスの研先打であると1・1時にΠ本における

水俗的なインターミディアリー非枇利矧織

を後方から戈援する非営利のN岡支援機関

を 11折して.女、:され大コミュニN のN

Media DDD

ぐぐぐWatch

、る火識家でもある X打によれ

ーティビジネスとは地域作民、

かよい,'、眛・企業的影僻.僅沌をもち牛活芥

と点"哉と 11iN,'念纎のもとこi舌動する地域主

体の地域'Ⅱ業である

コミュニティビジネスという,1柴を初め

てⅢK 人は、そのイメージがなかなかつかみ

にくいかも知れない X名も本."の小でコ

ビジネスを111初に撹州'1、ミ ーワー

コミュープイとビジネスの〒町びきイj政

の役削μ分なとの.Ⅱ、から他の人の則"か礼に

くかナ'と述懐ている

此名は茗打のさまざまなg1皮からミ
、

ーブイヒシネスの分析幣例!とイ」すみ

ーク小'京都!.!.}111だりバーサイドネッ

ば、(株)1.1.リ1×'茲負,1,、1そi,1 b な'Πポの,11

例や地域交換取引シス丁'、や仟NWヰのまち

づくり会社を含む央lk1スコトッンドのコ

ユニティビジネス運動の紹介を通じ、茗ミ

行のモ張するコミュープイビシネスのイ

メージを得ることかできる

21世市」を迎え、新しい朴会粁消シスプムの

忰糾,みが求められている今、企業社会や11i場

絲消機俳に代わるコミ丁ビジネスは

そのつの安永となる川'能・1中を1寺ている

このような箸作がコミュニティビジネスの

理觧を深めま大新大な尖践唖例が枯み屯

なることによりコミュニティビジネスが

わが1回の絲済社会に定着するΠが来るものと

、似わ11る

紹介者/名古屋事務所早川周

い'1わが現火礼分のなかで火祭に活動を

赳こしていくことで新しい知,般ノウハウ

メ コ『

S

イア・ウ井 リチ

NCクワトyネ 、
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訣

駅前に突如現われた「ガリバーマップ」

突如としてJ R富人駅前に現われたタタ

6畳分の「ガリバーマップ」。これは、 5 村に

商石市で行われた「榔木・花咲き、まち咲きま

つり」でお披露目された地ル了ども会の「まち

咲き探検隊」による「まち咲きマップ」です。

見て歩いて再発見いつものまちがおもしろい

占くからの染落である俳オ"よ、迷路のよう

な路地雀刷と神計、・部、地Ⅲ肺、古い街詑み、

川等にネコや火、さらにはうさぎ等もいる子

ども達のワンダーランドですこのフィール

ドをι1ιかし第 3 川問イi楽1肘楽座のプレイベン

トとして、地ノ61'1治会や fども会等と述挑し

た「まち歩き」から「ガリバーマップづくり」、

さらに「まち咲きはちの'in」を活川した

「ウォークラリー」へと於1刑していきました

まちの歴史クイズとウォークラリー

「ウォークラリー」は、まちの小に,女定した

6つのポイントをクイズに芥えながら1川って

もらい、符木のまちを知ってもらおうという

ち
か ガリバーマップからウォークラリーヘ

〔大阪事務所/中塚一〕

地域の資源を生かした地域の様々な力々の恊
ミ 働による試みです。当日は、イベント金体で約

3,000人の力々が参加し、その内の約200人の

カ々が尖際にまちの中を散簗されました

おとなバージョンヘ

十ども述の「まち歩き」から始まった今1リ1の

試みは、 7j1には、さらに「まち咲き探検隊お

となバージョン)」へと炭開しています

ど
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゛
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アルバック欲)地域計画建築研究所
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